
健康こども部  

 こども家庭課  
   

 

こども家庭センターの設置について 

 

１ 設置根拠及び必要性                             

令和４年６月１５日に公布された「児童福祉法等の一部を改正する法律（令和６年

４月施行）」において、市区町村は、子育て世代包括支援センター（母子保健）と子ど

も家庭総合支援拠点（児童福祉）の設立の意義や機能は維持した上で組織を見直し、

すべての妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的に相談支援を行う機能を有する機関「こ

ども家庭センター」の設置に努めることとされている。 

現在、当市においては、母子保健と児童福祉の執務場所が、本庁、ヒロロスクエア、

保健センターの３ヶ所に配置されており、会議の開催や電話等の連絡により、情報共

有はしっかり図っているものの、市民の利便性の向上や両部門のより一層の連携体制

の強化を図るためには、執務場所を集約し、一体的な相談支援体制を構築する必要が

ある。 

 

２ 設置予定日                                 

 令和６年４月１日 

 

３ 設置場所                                  

 弘前市大字駅前町９－２０ ヒロロ３階 ヒロロスクエア（子育てエリア内） 

 

４ 事業内容                                     

 ・児童及び妊産婦の福祉や母子保健の相談等 

 ・家庭の状況等の把握・情報提供、必要な調査・指導等 

 ・支援を要する子ども・妊産婦等へのサポートプランの作成 

 ・妊産婦・乳幼児を対象とした保健指導・健康診査等 

 ・関係機関等との連携 

 ・地域資源との連携や開拓  等 

 

５ スケジュール                                

 令和５年１２月  補正予算計上 

 令和６年 １月～ 開設準備作業 

 令和６年 ４月  こども家庭センター運営開始 



〇現在（令和5年度）

①【児童福祉】　本庁 ②【母子保健】　ヒロロ ②【母子保健】　保健センター

　　0～18歳の子ども・家族、妊産婦 　妊産婦、乳幼児

　　ハイリスクアプローチ～虐待対応 　ポピュレーションアプローチ～要支援対応

　●家庭給付係、●保育係 　●子育て相談係 子育て世代包括支援センター ●母子保健係

　●健全育成係 ・子育て相談（児童福祉） 　（●子育て包括支援係） ・要支援ケース対応

・各種手当、ひとり親支援　 ・要対協事務局 ・相談支援（訪問、電話 ・妊婦・乳幼児健診

・学童保育、子育て支援員 　　イベント、来所） ・発達相談

・保育所、認定こども園 ・不妊治療費助成　等

駅前こどもの広場

〇来年度（令和6年度）

　●家庭給付係、●保育係 ★【こども家庭センター】　ヒロロ　（●子育て相談係、●子育て包括支援係、●母子保健係）

　●健全育成係 　　　　0～18歳の子ども・家族、妊産婦

・各種手当、ひとり親支援 　　　　ポピュレーション～要支援・ハイリスクアプローチ

・学童保育 　　【児童福祉】と【母子保健】の一体的（包括的）支援

・保育所、認定こども園 　　合同会議、ケアプラン、要対協

駅前こどもの広場

弘前市の子育て支援分野の組織ビジョン

弘前市こども家庭総合支援拠点（こども家庭課） 健康増進課

妊産婦、乳幼児

ポピュレーションアプローチ～要支援対応ハイリスクアプローチ～虐待対応

０～１８歳の子ども・家族、妊産婦

ポピュレーションアプローチ～要支援・ハイリスクアプローチ

０～１８歳の子ども・家族、妊産婦


